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『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

五
三

『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　　

橋　

本　

亜
佳
子　

　
　

キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

万
葉
集　

有
由
縁
（
并
）
雑
歌　

左
注
的
題
詞
型　

口
号　

日
本
書
紀

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　
『
萬
葉
集
』
巻
十
六
は
、「
有
由
縁
（
并
）
雑
歌
」
と
い
う
標
目
を
持
ち
、
多
く
の
歌
に
作
歌
契
機
が
散
文
で
記
さ
れ
る
。
特
に
、
第
一
部
に
は
、
男
女
を
め
ぐ

る
説
話
的
要
素
を
有
す
る
、
冒
頭
が
「
昔
」
で
始
ま
る
左
注
的
題
詞
型
、「
右
、
伝
へ
て
云
は
く
」
か
ら
始
ま
る
伝
云
型
の
散
文
を
伴
う
和
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。

左
注
的
題
詞
型
・
伝
云
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
歌
群
に
よ
っ
て
な
る
が
、
そ
の
中
に
類
似
し
た
話
型
が
見
ら
れ
る
。

Ａ　
　

�

昔
壮
士
あ
り
、
新
し
く
婚
礼
を
成
す
。
未
だ
幾
時
も
経
ね
ば
、
忽
ち
に
駅
使
と
な
り
て
、
遠
き
境
に
遣
は
さ
れ
ぬ
。
公
事
は
限
り
あ
り
、
会
ふ
期
は
日
な

し
。
こ
こ
に
娘
子
、
感
慟
悽
愴
、
疾　

に
沈
み
臥
し
ぬ
。
累
年
の
後
に
、
壮
士
還
り
来
り
、
覆
命
す
る
こ
と
既
も
了
り
ぬ
。
乃
ち
詣
り
相
視
る
に
、
娘
子

が
姿
容
の
、
疲
羸
せ
る
こ
と
甚
異
だ
し
く
し
て
、
言
語
哽
咽
す
。
こ
こ
に
壮
士
、
哀
嘆
び
て
涙
を
流
し
、
裁
歌
口
号
。
そ
の
歌
一
首



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
二
巻
（
二
〇
一
四
年
）

五
四

　

か
く
の
み
に 

あ
り
け
る
も
の
を 

猪
名
川
の 

奥
を
深
め
て 

我
が
思
へ
り
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
（
⑯
三
八
〇
四
）

　
　
　

娘
子
、
臥
し
つ
つ
、
夫
君
の
歌
を
聞
き
、
枕
よ
り
頭
を
挙
げ
、
声
に
応
へ
て
和
ふ
る
歌
一
首

　

ぬ
ば
た
ま
の 

黒
髪
濡
れ
て 

淡
雪
の 

降
る
に
や
来
ま
す 

こ
こ
だ
恋
ふ
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑯
三
八
〇
五
）

　
　
　
　

�
今
案
ふ
る
に
、
こ
の
歌
は
、
そ
の
夫
使
は
さ
れ
て
、
既
に
累
載
を
経
ぬ
。
而
し
て
還
る
時
に
当
た
り
て
、
雪
降
る
冬
な
り
。
斯
に
因
り
て
、
娘
子
こ
の

淡
雪
の
句
を
作
る
か
。

　
　
　
　

或
る
本
の
反
歌
に
曰
く

Ｂ　

我
が
命
は 

惜
し
く
も
あ
ら
ず 
さ
に
つ
ら
ふ 

君
に
よ
り
て
そ 

長
く
欲
り
せ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
⑯
三
八
一
三
）

　
　
　
　

�

右
、
伝
へ
て
云
は
く
、
時
に
娘
子
あ
り
、
姓
は
車
持
氏
な
り
。
そ
の
夫
久
し
く
年
序
を
経
れ
ど
も
、
徃
来
を
な
さ
ず
。
こ
こ
に
娘
子
、
係
恋
に
心
を
傷

ま
し
め
、
痾　

に
沈
み
臥
せ
り
。
痩
羸
せ
る
こ
と
日
に
異
に
し
て
、
忽
ち
に
泉
路
に
臨
む
。
こ
こ
に
使
ひ
を
遣
り
、
夫
君
を
喚
び
来
す
。
乃
ち
歔
欷
き

涙
を
流
し
、
口
号
斯
歌
、
登
時
逝
没
り
ぬ
、
と
い
ふ
。

　

Ａ
は
、
新
婚
の
夫
婦
が
、
夫
が
仕
事
で
任
地
に
赴
い
て
い
る
間
に
妻
は
病
の
床
に
つ
き
、
帰
宅
の
際
に
、
絶
え
絶
え
に
な
っ
た
妻
を
見
て
夫
が
詠
む
歌
。
一
方
、

Ｂ
は
、
三
八
一
〇
番
歌
「
夫
君
に
恋
ふ
る
歌
」
の
或
本
の
反
歌
で
あ
り
、
縁
を
結
び
つ
つ
便
り
を
よ
こ
さ
な
い
男
に
、
心
を
痛
め
て
病
に
沈
み
、
臨
終
の
際

に
娘
子
が
詠
ん
だ
と
す
る
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
二
首
は
、
歌
い
手
の
性
別
は
異
な
る
も
の
の
、
二
重
傍
線
部
「
沈
臥
疾　

」「
沈
臥
痾　

」「
痩
羸
甚
異
」「
痩
羸
日
異
」
な
ど
娘
子
が
衰
え
ゆ
く
さ
ま
は
、
表

現
上
に
も
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
裁
歌
口
号
」「
口
号
斯
歌
」
と
し
て
、
声
に
出
し
て
詠
う
さ
ま
を
同
じ
く
、
特
異
な
表
記
「
口
号
」
と
し
て
表
現
す
る

点
が
一
致
す
る
。
巻
十
六
に
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
る
箇
所
は
他
に
は
見
え
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
一
な
内
容
の
話
型
の
散
文
に
利
用
さ
れ
る
点
が
注
目

さ
れ
る
。
近
年
、
近
藤
信
義
氏
が
、
こ
の
「
口
号
」
を
含
む
、
集
中
の
題
詞
・
左
注
に
あ
ら
わ
れ
る
〈
う
た
ふ
〉
を
め
ぐ
る
文
字
「
歌
・
詠
・
誦
・
唱
・
吟
・
読
・

口
吟
」
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
「
ウ
タ
フ
」
と
訓
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
ど
の
例
も
、
歌
が
口
頭
（
オ
ー
ラ
ル
）
の
状
態
に
あ
る

こ
と
、
従
っ
て
、
即
興
性
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
通
し
て
適
用
で
き
る
訓
み
は
「
ウ
タ
フ
」
に
基
づ
い
た
活
用
形
態
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
る（
１
）。

ま
た
、



『
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五
五

こ
の
「
口
号
」
に
関
し
て
、「
く
ち
づ
さ
み
・
く
ち
づ
さ
ぶ
」
の
訓
み
は
、〈
う
た
ふ
〉
の
概
念
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
お
ら
ぶ
・
お
ら
ば
し
」

の
訓
は
〈
う
た
ふ
〉
の
概
念
に
位
置
づ
け
得
る
と
は
い
え
ず
、
訓
み
と
し
て
相
応
し
い
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
訓
み
の
ゆ
れ
か
ら
、
解
釈
が
充
分
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、「
声
に
出
し
て
詠
う
」
と
い
う
行
為
に
あ
え
て
「
歌
」
や
「
詠
」
な
ど
を

利
用
し
な
い
点
に
は
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
が
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
集
中
に
見
ら
れ
る
「
口
号
」
と
『
日
本
書
紀
』
に

あ
る
用
例
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
巻
十
六
に
お
け
る
題
詞
・
左
注
に
お
け
る
散
文
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　

二
、
集
中
の
「
口
号
」

　

集
中
に
は
、
先
に
挙
げ
た
巻
十
六
の
例
以
外
に
巻
十
八
と
巻
二
十
に
、
そ
れ
ぞ
れ
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

Ｃ　
　

二
十
五
日
に
、
布
勢
の
水
海
に
往
く
に
、
道
中
馬
上
口
号
二
首 

　

浜
辺
よ
り 

我
が
打
ち
行
か
ば 

海
辺
よ
り 

迎
へ
も
来
ぬ
か 

海
人
の
釣
舟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑱
四
〇
四
四
）

　

沖
辺
よ
り 

満
ち
来
る
潮
の 

い
や
増
し
に 

我
が
思
ふ
君
が 
み
船
か
も
か
れ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
⑱
四
〇
四
五
）

Ｄ　
　

山
村
に
幸
行
ま
し
し
時
の
歌
二
首

　
　
　

先
太
上
天
皇
、
陪
従
の
王
臣
に
詔
し
て
曰
は
く
、「
夫
れ
諸
王
卿
等
、
宣
し
く
和
ふ
る
歌
を
賦
し
て
奏
す
べ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
即
御
口
号
曰 

　

あ
し
ひ
き
の 

山
行
き
し
か
ば 

山
人
の 

朕
れ
に
得
し
め
し 

山
づ
と
そ
こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
⑳
四
二
九
三
）

　
　
　

舎
人
親
王
、
詔
に
応
へ
て
和
へ
奉
る
歌
一
首

　

あ
し
ひ
き
の 

山
に
行
き
け
む 

山
人
の 

心
も
知
ら
ず 

山
人
や
誰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
（
⑳
四
二
九
四
）

　
　
　
　

�

右
、
天
平
勝
宝
五
年
五
月
に
、
大
納
言
藤
原
朝
臣
の
家
に
在
り
し
時
に
、
事
を
奏
す
に
依
り
て
請
問
す
る
間
に
、
少
主
鈴
山
田
史
土
麻
呂
、
少
納
言
大

伴
宿
禰
家
持
に
語
り
て
曰
く
、 

昔
、
こ
の
言
を
聞
く
と
い
ひ
て
、
即
ち
こ
の
歌
を
誦
せ
る
な
り
。
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こ
の
「
口
号
」
は
、
今
、
底
本
と
し
て
い
る
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
が
「
オ
ラ
ブ
」
と
訓
む
ほ
か
、
注
釈
書
の
多
く
は
、『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
を
根
拠

に
「
ク
チ
ヅ
サ
ム
」
と
す
る
が
、
こ
の
他
に
も
「
ヨ
ム
」・「
ウ
タ
フ
」
ま
た
は
、
音
読
し
て
「
コ
ウ
ゴ
ウ
」
と
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
み
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

諸
写
本
に
は
、
該
当
箇
所
に
訓
み
は
見
ら
れ
な
い
が
、
近
世
の
注
釈
書
の
中
で
は
、『
萬
葉
拾
穂
抄
』
が
「
ク
チ
ス
サ
ブ
」（
三
八
四
〇
・
題
詞
）・「
ク
チ
ス
サ
ミ
」

（
三
八
一
三
・
左
注
、
四
〇
四
四
・
題
詞
）・「
ク
チ
ス
サ
ニ
」（
四
二
九
三
・
題
詞
）
と
訓
み
、『
萬
葉
集
僻
案
抄
』
が
、
こ
れ
を
す
べ
て
「
ウ
タ
フ
」
と
す
る
。
こ

れ
以
後
、『
萬
葉
考
』・『
萬
葉
集
古
義
』
と
も
に
、
こ
れ
に
倣
い
「
ウ
タ
フ
」
と
訓
む
。
こ
の
『
僻
案
抄
』
に
始
ま
る
「
ウ
タ
フ
」
の
訓
み
は
、
そ
の
後
、
鴻
巣
盛

広
『
萬
葉
集
全
釈
』
に
引
き
継
が
れ
、『
全
釈
』
で
は
、
集
中
の
「
口
号
」
四
例
の
、
す
べ
て
を
「
ク
チ
ズ
サ
ム
」
と
し
た
。
こ
れ
以
後
、
注
釈
書
は
「
ク
チ
ズ
サ

ム
」
と
す
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、『
日
本
古
典
文
学
全
集
』・『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
や
、
先
の
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
が
一
貫
し
て
、

こ
れ
を
「
オ
ラ
ブ
」、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
が
、
す
べ
て
「
コ
ウ
ゴ
ウ
」
と
す
る
な
ど
、
近
年
に
至
っ
て
も
一
定
で
は
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

の
よ
う
な
訓
み
の
ゆ
れ
は
、「
口
号
」
自
体
の
解
釈
が
明
確
で
は
な
い
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
口
号
」
を
「
オ
ラ
ブ
」
と
す
る
訓
み
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
一
八
〇
九
番
歌
の

　
　

…
菟
原
壮
士
い 

天
仰
ぎ　

叫
び
お
ら
び
（
叫
於
良
妣
） 
地
を
踏
み　

き
か
み
た
け
び
て　

も
こ
ろ
男
に　

負
け
て
は
あ
ら
じ
と
…　
　
　
　
（
⑨
一
八
〇
九
）

の
傍
線
部
分
と
な
る
。
こ
の
虫
麻
呂
の
作
歌
は
、「
菟
原
処
女
の
墓
を
見
る
歌
」
の
二
男
一
女
の
話
型
の
中
で
、
千
沼
壮
士
が
亡
く
な
っ
た
菟
原
処
女
の
後
を
追
い
、

遅
れ
を
と
っ
た
菟
原
壮
士
が
、
天
を
仰
い
で
叫
び
、
地
を
踏
ん
で
悔
し
が
る
様
を
表
し
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
虫
麻
呂
作
歌
と
同
様
に
「
口
号
」
を
「
オ
ラ
ブ
」

と
捉
え
る
場
合
に
は
、
歌
を
「
ク
チ
ズ
サ
ム
」
と
い
う
意
味
よ
り
も
「
泣
き
叫
ぶ
」
と
い
う
嘆
き
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
解
釈
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

先
に
挙
げ
た
、
巻
十
六
に
お
け
る
、
悲
嘆
し
て
詠
う
Ａ
・
Ｂ
の
場
合
、
こ
の
「
オ
ラ
ブ
」
の
意
味
が
違
和
感
な
く
解
釈
し
得
る
。
し
か
し
、
大
伴
家
持
に
よ
る
布

勢
の
水
海
の
遊
覧
の
際
に
詠
ま
れ
た
Ｃ
や
、
家
持
が
山
田
史
土
麻
呂
か
ら
聞
い
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
、
元
正
天
皇
の
御
製
の
Ｄ
で
は
、
虫
麻
呂
歌
や
、
Ａ
・
Ｂ

の
持
つ
悲
哀
の
意
味
は
見
出
せ
な
い
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
を
「
オ
ラ
ブ
」
の
訓
み
を
採
用
す
る
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
は
、
そ
の
頭
注
で
、「
号
」
字
が
、『
一
切
経
音
義
』
に
「
呼
也
、
大
呼
也
、
亦
哭

五
六
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』
巻
十
六
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表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

也
」
と
あ
る
こ
と（
２
）、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
も
ま
た
、『
一
切
経
音
義
』
を
根
拠
に
、「
大
声
を
発
す
る
」
ま
た
は
、「
泣
く
」
意
が
あ
る
こ
と
を
注
す
る（
３
）。『
萬
葉

集
全
注
』
は
、
Ｄ
例
の
注
と
し
て
、
同
じ
く
「
呼
也
、
大
呼
也
」
を
用
い
、

　
　

�
万
葉
集
で
も
巻
第
十
六
の
〔
三
八
〇
四
〕
の
題
詞
や
〔
三
八
一
三
〕
の
左
注
の
中
で
、
男
が
瀕
死
の
妻
に
、
あ
る
い
は
瀕
死
の
女
本
人
が
精
一
杯
に
声
を
放
っ

て
歌
を
唱
う
の
に
こ
の
「
口
号
」
が
使
わ
れ
て
お
り
、
家
持
も
越
中
守
時
代
都
か
ら
来
訪
し
た
田
辺
福
麻
呂
を
布
勢
水
海
に
案
内
す
る
途
中
で
「
馬
上
口
号
」

し
た
（
18
・
四
〇
四
四
題
詞
）
と
し
て
い
る
。
こ
こ
も
元
正
天
皇
が
多
数
の
「
諸
王
卿
」
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
か
な
り
大
き
な
声
で
諸
王
臣
に
呼
び
か
け
た

こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

と
し
「
大
声
で
発
す
る
こ
と
」
を
示
し
た
も
の
と
捉
え
た（
４
）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
単
に
声
量
の
大
き
さ
と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
で
は
「
哀

嘆
び
て
涙
を
流
し
、
歌
を
裁
り
て
」
と
あ
り
、
Ｂ
で
は
、「
歔
欷
き
涙
を
し
、
こ
の
歌
を
」「
口
号
」
す
る
の
で
あ
り
、
涙
を
流
し
つ
つ
詠
う
様
を
示
し
て
お
り
、
む

し
ろ
、「
オ
ラ
ブ
」
と
解
釈
し
た
場
合
に
は
、「
号
」
字
の
「
大
呼
」
よ
り
も
、「
哭
」
と
い
っ
た
意
味
の
方
が
、
適
切
な
解
釈
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
集
中
の

四
例
に
お
い
て
も
、「
ク
チ
ズ
サ
ム
」
も
し
く
は
「
オ
ラ
ブ
」
と
、
ど
ち
ら
か
に
統
一
し
て
捉
え
る
場
合
に
は
、
違
和
感
を
持
つ
例
が
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
統

一
し
な
い
注
釈
と
し
て
は
『
講
談
社
文
庫
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
Ｃ
の
「
馬
上
口
号
」
の
み
、
単
に
「
ウ
タ
ヘ
ル
」
と
し
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
を
「
ク
チ

ヅ
サ
ム
」
と
し
て
、
同
じ
「
口
号
」
の
訓
み
の
区
別
を
す
る
も
の
の
、
そ
の
相
違
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
「
口
号
」
は
、『
日
本
書
紀
』
に
も

三
例
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
次
に
、
そ
の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

　
　
　

三
、『
日
本
書
紀
』
の
「
口
号
」

Ｅ　

�

庚
戌
に
河
上
の
小
野
に
幸
す
。
虞
人
に
命
せ
て
、
獣
を
駈
ら
し
め
、
躬
ら
射
む
と
欲
し
て
待
ち
た
ま
ふ
に
、
虻
、
疾
く
飛
び
来
て
、
天
皇
の
臂
を
噆
ふ
。
是

に
蜻
蛉
、
忽
然
も
飛
び
来
て
、
虻
を
齧
ひ
て
将
ち
去
ぬ
。
天
皇
、
厥
の
心
有
る
こ
と
を
嘉
し
た
ま
ひ
、
群
臣
に
詔
し
て
曰
は
く
、「
朕
が
為
に
、
蜻
蛉
を
讃
め

て
歌
賦
せ
よ
」
と
の
た
ま
ふ
。
群
臣
、
能
く
敢
へ
て
賦
者
莫
し
。
天
皇
乃
口
号
曰

　
　

倭
の 

鳴
武
羅
が
嶽
に 

猪
鹿
伏
す
と 

誰
れ
か
こ
の
事 

大
前
に
奏
す
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卷
第
十
四
・
雄
略
天
皇
・
四
年
八
月
条
）

五
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Ｆ　

冬
十
月
の
庚
戌
の
朔
に
し
て
甲
子
に
、
紀
温
湯
に
幸
す
。
天
皇
、
皇
孫
建
王
を
憶
ほ
し
い
で
て
、
愴
爾
み
悲
泣
び
た
ま
ひ
、
乃
口
号
曰

　
　
　
　

山
越
え
て 

海
渡
る
と
も 

お
も
し
ろ
き 

今
城
の
内
は 

忘
ら
ゆ
ま
し
じ　

其
の
一

　
　
　
　

水
門
の 

潮
の
く
だ
り 

海
く
だ
り 

後
も
暗
に 

置
き
て
か
行
か
む　

其
の
二

　
　
　
　

愛
し
き 
吾
が
若
き
子
を 

置
き
て
か
行
か
む　

其
の
三

　
　

と
の
た
ま
ひ
、
秦
大
蔵
造
万
里
に
詔
し
て
曰
は
く
。「
斯
の
歌
を
伝
へ
て
、
世
に
忘
ら
し
む
る
こ
と
勿
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。

（
卷
第
二
十
六
・
斉
明
天
皇
・
四
年
十
月
条
）

Ｇ　

�

冬
十
月
の
癸
亥
の
朔
に
し
て
己
巳
に
、
天
皇
の
喪
、
帰
り
て
海
に
就
く
。
是
に
皇
太
子
、
一
所
に
泊
て
て
、
天
皇
を
哀
慕
ひ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
、

乃
口
号
曰

　
　
　
　

君
が
目
の 

恋
し
き
か
ら
に 

泊
て
て
居
て 

か
く
や
恋
ひ
む
も 

君
が
目
を
欲
り
と
の
た
ま
ふ
。　
　
　
　
　
（
卷
第
二
十
六
・
斉
明
天
皇
・
七
年
十
月
条
）

　

記
紀
に
は
、『
萬
葉
集
』
ほ
ど
、
歌
う
こ
と
を
示
す
語
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
多
く
見
ら
れ
な
い
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
歌
を
歌
う
こ
と
を
示
す
場
合
、

一
一
一
例
の
ほ
と
ん
ど
が
「
歌
曰
」・「
其
歌
」
な
ど
が
利
用
さ
れ
、
一
例
の
み
「
語
白
」
が
あ
る
。
一
方
、『
日
本
書
紀
』
に
は
、
一
一
八
例
中
、
多
く
は
『
古
事
記
』

と
同
様
「
歌
曰
」
と
あ
る
が
、
当
該
の
「
口
号
」
の
他
に
は
、「
報
歌
奉
曰
」「
御
謡
曰
」「
謡
曰
」「
謡
歌
」「
問
曰
」「
弾
曰
」「
室
寿
曰
」「
誥
曰
」「
童
謡
有
曰
」「
送
曰
」「
口

唱
」「
和
唱
」
な
ど
の
例
が
み
ら
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
口
号
」
を
用
い
る
Ｅ
例
は
、
詔
に
応
え
ら
れ
な
い
群
臣
に
代
わ
っ
て
、
雄
略
天
皇
が
自
ら
「
口
号
」
し
た
と
す
る
例
。
Ｆ
は
、
斉

明
天
皇
が
、
紀
温
湯
に
行
く
こ
と
で
建
王
を
思
い
出
し
「
口
号
」
し
た
と
あ
り
、
Ｇ
は
、
皇
太
子
で
あ
る
中
大
兄
皇
子
が
、
斉
明
天
皇
を
思
い
出
し
、「
口
号
」
し

た
と
す
る
用
例
で
あ
る
。
Ｅ
の
雄
略
紀
の
「
口
号
」
に
は
、
兼
右
本
に
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」、
前
田
本
に
「
ク
ツ
ウ
タ
」・「
ク
チ
ウ
タ
」
の
古
訓
が
見
出
せ
『
時
代

別
国
語
大
辞
典
（
上
代
編
）』
に
も
、「
口く
ち

」
の
項
目
の
【
考
】
に
、「
古
訓
に
み
え
る
「
天
皇
、
憶
二
皇
孫
建
王
一
、
愴イ
タ
ミ爾

悲
泣
。
乃
口く
ち
ウ
タ号

曰
」（
斉
明
紀
四
年
）
な
ど

の
ク
チ
ウ
タ
・
ク
ツ
ウ
タ
は
、
く
ち
ず
さ
み
の
意
」
と
あ
る（
５
）。
Ｅ
に
あ
る
前
田
本
の
古
訓
を
解
釈
す
る
こ
と
で
、
以
後
の
注
釈
書
で
は
、
歌
を
歌
う
こ
と
の
意
訳

五
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『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

「
ク
チ
ヅ
サ
ム
」
と
し
て
反
映
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
『
日
本
書
紀
』「
口
号
」
の
例
と
、
集
中
の
例
を
比
較
す
る
と
、
Ｅ
は
、
Ｄ
の
家
持
が
伝
え
聞
い
た
、
詔
に
自
ず
か
ら
和
す
天
皇
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
、

詔
に
応
え
ら
れ
な
い
群
臣
に
代
わ
っ
て
口
号
す
る
例
と
し
て
非
常
に
類
似
し
た
話
型
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
話
型
の
類
似
と
「
口
号
」
と
の
関
連
性

に
は
多
く
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
阿
部
り
か
氏
は
、
Ｄ
の
天
皇
が
自
ら
「
口
号
」
し
、
諸
臣
に
歌
を
求
め
る
こ
と
と
、
Ｅ
の
雄
略
紀
で
、
統
治
者
が
歌
を
臣
下
に

求
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
こ
こ
は
、
天
皇
の
権
力
の
誇
示
を
意
味
す
る
も
の
と
し
、
こ
こ
で
の
「
口
号
」
は
、
単
な
る
天
皇
と
臣
下
の
和
楽
で
は
な
く
「
権
力
」

の
誇
示
で
あ
る
と
み
な
す（
６
）。

ま
た
、
藤
原
茂
樹
氏
は
、
Ｄ
例
に
関
し
て
、

　
　

�

数
年
後
に
日
本
書
紀
を
編
纂
す
る
親
王
の
脳
裏
に
山
中
で
自
分
た
ち
に
相
似
す
る
山
神
の
一
行
と
遭
遇
し
た
偉
大
な
雄
略
天
皇
と
の
遠
い
暗
合
を
想
い
描
く

事
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
す
れ
ば
、
雄
略
天
皇
が
日
本
紀
中
は
じ
め
て
口
号
を
な
し
た
聖
帝
で
あ
ろ
う
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
山
村
行
幸
で
山
人
と

出
合
っ
た
と
い
う
今
上
天
皇
も
ま
た
雄
略
天
皇
に
比
肩
し
得
る
聖
な
る
帝
王
で
あ
る
と
賞
賛
す
る
こ
と
を
も
含
み
も
つ
こ
と
に
な
る
。

と
し
て
、
Ｄ
例
は
Ｅ
例
を
念
頭
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る（
７
）。
さ
ら
に
、
居
駒
永
幸
氏
は
、
Ｅ
の
用
例
か
ら
「
口
号
」
す
る
「
雄
略
＝
神
と
す

る
意
識
」
を
認
め
、
群
臣
が
詠
め
な
い
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
「
超
越
性
」
を
示
す
も
の
と
見
な
す（
８
）。

い
ず
れ
の
論
も
、
集
中
の
Ｄ
に
お
い
て
、
元
正
天
皇
が
「
陪

従
の
王
臣
に
歌
を
奏
す
べ
し
」
と
詔
を
し
な
が
ら
も
、
自
ら
歌
を
「
口
号
」
す
る
事
の
規
範
と
し
て
、
Ｅ
例
に
あ
る
雄
略
天
皇
の
場
面
を
想
起
す
る
た
め
に
同
じ

「
口
号
」
を
、
Ｄ
に
も
あ
え
て
用
い
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、『
日
本
書
紀
』
Ｆ
・
Ｇ
例
の
、
斉
明
紀
に
み
ら
れ
る
二
例
は
、
君
臣
と
天
皇
と
の
関
係
性
を
示
す
Ｄ
・
Ｅ
例
と
の
共
通
点
は
見
出
せ
な
い
。
Ｆ
は
、

紀
温
湯
に
行
く
こ
と
で
、
斉
明
天
皇
が
早
世
し
た
孫
、
建
王
を
思
い
出
し
悲
し
む
場
面
に
用
い
ら
れ
、
Ｇ
は
、
そ
の
斉
明
天
皇
が
亡
き
こ
と
を
思
い
出
し
た
、
天

智
天
皇
が
悲
し
み
詠
う
場
面
で
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
む
し
ろ
、
集
中
の
Ａ
・
Ｂ
の
由
縁
に
お
け
る
「
悲
哀
」
を
示
す
も
の
に
近
い
例
と
し
て
見
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
実
際
に
建
王
が
薨
じ
た
斉
明
天
皇
四
年
五
月
条
に
、
Ｆ
例
同
様
、
天
皇
自
ら
が
、
次
の
よ
う
な
挽
歌
を
残

し
て
い
る
。

　
　

�

五
月
に
、
皇
孫
建
王
、
年
八
歳
に
し
て
薨
せ
ま
し
ぬ
。
今
城
谷
の
上
に
殯
を
起
て
て
収
む
。
天
皇
、
本
よ
り
皇
孫
が
有
順
な
る
を
以
ち
て
器
重
め
た
ま
ふ
。
故
、

哀
に
忍
び
ず
傷
慟
ひ
た
ま
ふ
こ
と
極
め
て
、
甚
し
。
群
臣
に
詔
し
て
曰
は
く
、「
万
歳
千
秋
の
後
に
、
要
ず
朕
が
陵
に
合
葬
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。
廼
ち
作
歌
し

五
九
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て
曰
は
く
、

　
　
　

今
城
な
る 

小
丘
が
上
に 

雲
だ
に
も 

著
く
し
立
た
ば 

何
か
嘆
か
む　

其
の
一

　
　
　

射
ゆ
鹿
猪
を 

認
ぐ
川
上
の 

若
草
の 

若
く
あ
り
き
と 

吾
が
思
は
な
く
に　

其
の
二

　
　
　

飛
鳥
川 

漲
ひ
つ
つ 

行
く
水
の 

間
も
無
く
も 

思
ほ
ゆ
る
か
も　

其
の
三

　
　

と
の
た
ま
ふ
。
天
皇
、
時
々
に
唱
ひ
た
ま
ひ
て
悲
哭
し
た
ま
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卷
第
二
十
六
・
斉
明
天
皇
・
四
年
五
月
条
）

　

こ
の
、
傍
線
部
か
ら
も
、
Ｆ
例
が
、
悲
哀
を
示
す
例
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
【
歌
】
全
注
釈
』
で
は
、
紀
温
湯
行
幸
時
の
建
王

悲
傷
歌
の
口
号
の
注
釈
と
し
て
、

　
　

�「
口
号
」
は
、
他
に
紀
75
と
紀
123
に
見
え
、
狩
猟
や
船
旅
と
い
う
、
行
幸
で
の
歌
に
用
い
ら
れ
る
。
簡
文
帝
の
詩
は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
28
・
人
部
・
遊
覽
に

収
載
さ
れ
る
が
、
行
幸
時
の
作
あ
る
い
は
船
中
詠
と
見
な
さ
れ
た
三
首
は
、
遊
覧
に
分
類
さ
れ
る
口
号
詩
に
通
じ
る
歌
の
あ
り
方
と
見
な
さ
れ
た
も
の
か
。

『
万
』
に
は
「
口
号
斯
歌
。
登
時
逝
歿
也
」（
16
・
三
八
一
三
左
注
）
と
あ
り
、
文
字
に
書
か
ず
に
そ
の
場
で
口
ず
さ
ん
だ
誦
詠
歌
の
意

と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
簡
文
帝
の
詩
が
、『
藝
文
類
聚
』
の
「
遊
覽
」
に
あ
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
の
三
例
の
「
口
号
」
と
「
遊
覧
」
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
集
中
の
例
に
は
「
布
勢
の
水
海
に
往
く
」
Ｃ
例
や
「
山
村
に
幸
行
ま
し
し
時
」
と
あ
る
Ｄ
例
も
、
遊
覧
に
通
じ
る
も
の
と
見
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
集
中
の
例
に
関
し
て
は
、
Ｂ
を
例
に
挙
げ
、「
文
字
に
書
か
ず
に
そ
の
場
で
口
ず
さ
ん
だ
誦
詠
歌
の
意
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

再
び
、「
口
号
」
の
例
を
見
る
と
、
Ａ
で
は
「
哀
嘆
び
て
涙
を
流
し
」
と
し
、
Ｂ
に
は
「
乃
ち
歔
欷
き
涙
を
し
」
と
あ
り
、
悲
哀
の
中
で
歌
を
「
口
号
」
し
た
様
が

表
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
日
本
書
紀
』
の
例
に
お
い
て
も
、
斉
明
天
皇
に
関
わ
る
例
、
Ｆ
で
は
「
愴
爾
み
悲
泣
び
た
ま
ひ
」、
Ｇ
に
お
い
て
も
「
天
皇
を
哀
慕

ひ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
」
と
み
え
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
・
Ｂ
に
通
じ
る
悲
し
む
様
を
示
す
表
現
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
を
「
文
字
に
書
か
ず
に
そ
の
場
で
口
ず
さ
ん
だ
」

も
の
と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
す
べ
て
が
「
遊
覧
」
と
結
び
つ
く
と
は
言
い
が
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
萬
葉
集
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
「
口
号
」
は
、〈
悲
哀
〉
に
関
す
る
も
の
と
、『
藝
文
類
聚
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
〈
遊
覧
〉
的
性
質
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
で
は
、〈
悲
哀
〉、
Ｆ
・
Ｇ
で
は
〈
悲
哀
〉
と
〈
遊
覧
〉
を
併
せ
も
つ
例
、
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
で
は
、

〈
遊
覧
〉
の
例
の
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

　
　
　

四
、「
口
号
」

　

先
に
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
「
口
号
」
自
体
は
、『
芸
文
類
聚
』
の
「
口
号
詩
」
に
よ
る
享
受
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
り
、
小
島
憲
之
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
が
、

直
接
『
芸
文
類
聚
』
を
利
用
し
た
巻
と
し
て
「
雄
略
紀
」
を
挙
げ
て
い
る（
９
）。

居
駒
氏
に
よ
れ
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
「
口
号
」
は
、『
芸
文
類
聚
』
の
「
口
号
詩
」
に

典
拠
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
「
遊
覧
」
に
お
い
て
「
口
号
」
が
作
ら
れ
る
知
識
に
基
づ
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
、
斉
明
紀
の
例
と
巻

十
八
・
二
十
も
遊
覧
で
の
作
と
し
て
合
致
し
て
い
る
も
の
と
認
め
て
い
る
。そ
し
て
、雄
略
を
猟
の
場
で
、即
興
的
に
始
め
て
歌
を
詠
ん
だ
天
皇
と
し
て
位
置
づ
け
、

こ
れ
が
「
口
号
詩
」
が
簡
文
帝
に
始
ま
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
見
な
す（
（1
（

。
し
か
し
、
こ
の
「
口
号
詩
」
に
つ
い
て
、
近
年
、
先
の
阿
部
氏
や
、
鈴
木
敏
雄
氏（
（1
（

を
は

じ
め
と
し
、
鮑
照
の
「
還
都
口
号
詩
」
が
、
さ
ら
に
早
い
例
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
田
英
雄
氏
は
、
全
唐
詩
の
口
号
の
例
は
、
い
ず
れ
も
「
途
中

―
」「
船
中
―
」「
路
中
―
」「
馬
上
―
」
な
ど
の
例
が
多
く
、「
何
れ
も
推
敲
を
重
ね
て
い
な
い
即
製
の
詩
」
で
あ
り
、「
原
稿
も
な
く
即
席
に
口
に
出
し
詠
ず
る
こ
と
」

を
示
す
こ
と
、
唐
全
代
に
見
え
る
が
、
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
中
唐
ま
で
で
、
晩
唐
は
少
な
い
こ
と
、
唐
代
以
降
宋
代
に
は
別
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と

を
述
べ
る（
（1
（

。
例
え
ば
、
日
本
に
お
い
て
も
、
平
安
朝
の
漢
詩
文
で
は
、「
向
西
京
過
孔
門
口
号
」（『
本
朝
麗
藻
』・
勘
解
相
公
）「
九
月
九
日
口
号
」（『
菅
家
後
集
』・
菅

原
道
真
）
な
ど
見
え
、
後
世
に
は
、
本
来
の
詩
題
と
し
て
の
み
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
全
唐
詩
と
『
萬
葉
集
』
の
「
口

号
」
に
は
、
文
法
上
の
差
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。
全
唐
詩
は
、
動
詞
と
す
れ
ば
「
自
動
詞
」
で
あ
る
が
、
集
中
は
「
他
動
詞
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
集

中
で
は
、「
口
号
し
て
裁
歌
」
と
あ
り
、「
口
号
」
と
は
別
に
歌
が
作
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
口
」
と
「
号
」
字
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
強
く
意
識
し

て
い
る
「
望
文
生
義
」
即
ち
、
文
章
を
解
釈
す
る
と
き
に
、
一
つ
一
つ
の
字
義
を
く
わ
し
く
考
え
ず
、
前
後
の
文
脈
か
ら
当
て
推
量
で
解
釈
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
念
を
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
阿
部
・
山
田
の
両
氏
は
、「
口
号
」
の
使
用
例
に
区
別
を
見
出
し
て
い
る
。
阿
部
氏
は
、「
斉
明
紀
の
例
と
巻
16
に
関
し

て
は
、
感
情
の
昂
り
に
し
た
が
っ
て
歌
が
詠
ま
れ
た
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
」
も
の
と
し
、
山
田
氏
は
、「
集
中
で
も
、
巻
16
の
２
例
と
そ
れ
以
後
は
異
な
る
用

例
に
は
、「
筆
者
の
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。万
葉
集
に
お
い
て
は
、口
号
は
唐
詩
に
お
け
る
よ
う
に
特
定
の
意
味
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。」と
述
べ
る
が
、

い
ず
れ
も
憶
測
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
直
接
的
に
享
受
さ
れ
た
と
す
る
、
鮑
照
の
「
還
都
口
號
」、
ま
た
、
梁
簡
文
帝
の
「
梁
簡
文
帝
、
仰
衛
尉
新
渝
侯
巡
城
和
口
號
詩
曰
」
は
、
双
方
と
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も
詩
題
と
し
て
「
口
号
」
が
利
用
さ
れ
る
。
先
の
居
駒
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
梁
簡
文
帝
の
「
口
号
詩
」
は
、『
芸
文
類
聚
』「
遊
覽
」
部
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
Ｃ

例
や
、
Ｄ
例
な
ど
に
通
じ
て
お
り
、
ま
た
『
日
本
書
紀
』
の
例
で
は
、
Ｅ
「
庚
戌
に
河
上
の
小
野
に
幸
す
」
Ｆ
「
紀
温
湯
に
幸
す
」
Ｇ
「
天
皇
の
喪
、
帰
り
て
海

に
就
く
」
な
ど
の
記
述
に
行
幸
時
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
窺
え
、
共
通
性
が
見
出
せ
よ
う
。
し
か
し
、
や
は
り
、
元
と
さ
れ
る
口
号
詩
の
内
容
か
ら
も
、
Ａ
・
Ｂ
や

Ｆ
・
Ｇ
が
有
す
る
悲
哀
性
は
窺
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
、
こ
れ
を
享
受
し
た
集
中
の
題
詞
や
『
日
本
書
紀
』
が
、「
口
か
ら
自
ず
と
詠
わ
れ
た
」
と

い
う
本
来
の
意
味
に
は
留
ま
ら
な
い
、〈
悲
哀
〉
を
有
す
る
表
現
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
、
次
に
上
代
文
献
の
中
に
見
出

せ
る
「
号
」
字
に
「
オ
ラ
ブ
」
の
意
味
を
有
す
る
例
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
み
た
い
。

　
　
　

五
、「
オ
ラ
ブ
」

　
「
オ
ラ
ブ
」
と
さ
れ
る
具
体
的
な
例
を
見
て
ゆ
く
と
、
集
中
で
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
虫
麻
呂
に
よ
る
菟
原
処
女
の
歌
に
、「
叫
び
お
ら
び
（
叫
於
良
妣
）」

の
一
例
の
み
用
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
語
は
、
松
岡
静
雄
『
新
編
日
本
古
語
辭
典（
（1
（

』
に
は
、「
紀
に
は
啼
哭
、
叫
啼
、
哀
號
等
を
オ
ラ
ブ
と
訓
し
て
あ
る
」
と
指
摘

が
あ
る
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
の
中
に
「
オ
ラ
ブ
」
と
す
る
例
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
例
で
あ
る
。

①　

而
し
て
八
日
八
夜
、
啼
哭
悲
し
び
歌
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
神
代
下
・
第
九
段
・
正
文
）

②　

乃
ち
天
皇
の
陵
に
向
ひ
て
叫
哭
、
自
ら
死
れ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
六
・
垂
仁
天
皇
・
九
十
九
年
明
年
三
月
）

③　

時
に
時
大
鷦
鷯
尊
、
摽
擗
ち　

哭
、
所
如
知
ら
に
、
乃
ち
髪
を
解
き
屍
に
跨
り
て
、
三
呼
ば
ひ
て
曰
は
く
、「
我
が
弟
の
皇
子
」
と
の
た
ま
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
一
・
仁
徳
天
皇
即
位
前
紀
）

④　

�

屍
を
抱
き
、
駭
き
惋
き
て
所
由
を
解
ら
ず
。
反
側
び
呼
号
、
頭
脚
に
往
還
す
る
を
も
、
天
皇
、
尚
し
誅
し
た
ま
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
四
・
雄
略
天
皇
即
位
前
紀
・
三
年
冬
十
月
）

⑤　

時
に
隼
人
、
昼
夜
陵
側
に
哀
号
、
食
を
与
え
ど
も
喫
は
ず
、
七
日
に
し
て
死
ぬ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
巻
十
五
・
清
寧
天
皇
元
年
・
冬
正
月
）

⑥　

穴
に
臨
み
て
哀
号
、
言
深
に
更
に
慟
き
ま
す
。　
　
　

    　
　

                                                    　
（
巻
十
五
・
顕
宗
天
皇
二
年
・
二
月
是
月
）

⑦　

臥
す
泣
き
、
行
号
、
讎
の
恥
を
雪
め
む
と
志
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
五
・
顕
宗
天
皇
二
年
・
春
三
月
）
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て

こ
こ
で
の
、
①
か
ら
⑦
の
古
訓
は
、
以
下
と
な
る
。

①　

東
山
御
文
庫
本
「
オ
ラ
ブ
」・『
日
本
書
紀
私
記
（
乙
本
）』「
呼
良
布
」

②　

前
田
本
「
オ
ラ
ヒ
ナ
イ
タ
マ
フ
テ
」・
北
野
本
（
四
類
）「
オ
ラ
ヒ
ナ
キ
」「
オ
ラ
ヒ
ナ
イ
」・
穂
久
邇
文
庫
本
「
ヲ
ラ
ヒ
ナ
キ
」「
ヲ
ラ
ヒ
ナ
ク
」

③　

兼
右
本
「
ヲ
ラ
ヒ
ナ
イ
」

④　

前
田
本
「
ヨ
ハ
ヒ
オ
ロ
ラ
ヒ
て
」（
右
）「
オ
ラ
ヒ
ヨ
ハ
フ
」（
左
）

　
　

�

図
書
寮
本
「
オ
ハ
ヒ
オ
ラ
ヒ
て
」（「
オ
ハ
ヒ
」
ハ
「
ヨ
ハ
ヒ
」
ノ
誤
）（
右
）・「
オ
ラ
ヒ
ヨ
ハ
フ
て
」（
左
）

　
　

穂
久
邇
文
庫
本
、
兼
右
本
「
ヲ
ラ
ヒ
ナ
ク
」「
オ
ラ
ヒ
ナ
イ
」

⑤　

図
書
寮
本
「
ミ
（
サ
サ
キ
）
の
ホ
（
ト
リ
）
に
ワ
ラ
フ
」（「
ワ
」
ハ
「
オ
」
の
誤
）

　
　

穂
久
邇
文
庫
本
・
兼
右
本
「
ヲ
ラ
フ
」

⑥　

図
書
寮
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
・
兼
右
本
「
サ
ケ
ヒ
タ
マ
フ
」

⑦　

図
書
寮
本
「
ユ
ク
ユ
ク
オ
ラ
ヒ
て
」・
穂
久
邇
文
庫
本
「
ユ
ク
ユ
ク
オ
ラ
ヒ
」「
オ
モ
フ
」（
左
）・
兼
右
本
「
ユ
ク
ユ
ク
オ
ラ
ヒ
」

『
日
本
書
紀
』
の
古
訓
で
は
、「
啼
哭
」「
叫
啼
」「
呼
号
」「
哀
号
」「
行
号
」
に
、「
ヲ
ラ
ブ
」
の
訓
み
が
見
出
せ
る
。
①
「
啼
哭
」
は
、「
數
往
至
故
處
啼
哭
（『
三
国
志
』

魏
書
・
卷
四
『
魏
書
』
四
三
少
帝
・
齊
王
芳
）」
な
ど
、
大
声
で
泣
く
意
味
と
し
て
見
ら
れ
、
⑤
・
⑥
「
哀
号
」
も
ま
た
、
漢
籍
に
例
が
見
出
せ
る
。
小
島
憲
之

氏
は
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
紀
（
巻
十
四
）
か
ら
欽
明
紀
（
巻
十
九
）
ま
で
は
、
漢
籍
の
語
句
を
盛
ん
に
利
用
し
た
巻
と
し
て
挙
げ
、『
日
本
書
紀
』
に
見
ら
れ
る
「
臨

穴
哀
號
愛
号
」
は
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
「
哀
號
大
哭
」、「
哀
號
不
自
裁
」「
儘
哀
號
哭
」
な
ど
に
よ
る
も
の
と
み
る（
（1
（

。
ま
た
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
も
、

　
　

�

爾
く
し
て
、
多
遅
摩
毛
理
、
縵
四
縵
・
矛
四
矛
を
分
け
て
、
太
后
に
献
り
、
縵
四
縵
・
矛
四
矛
を
以
て
、
天
皇
の
御
陵
の
戸
に
献
り
置
き
て
、
其
の
木
実
を

擎
げ
て
、
ａ
叫
哭
白
さ
く
、「
常
世
国
の
と
き
じ
く
の
か
く
の
木
実
を
持
ち
て
、
参
ゐ
上
り
れ
侍
り
」
と
ま
を
し
て
、
遂
に
ｂ
叫
哭
死
に
き
。
其
の
と
き
じ
く

の
か
く
の
木
実
は
、
是
今
の
橘
ぞ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
古
事
記
』
中
巻
・
垂
仁
天
皇
）

の
「
叫
哭
」
の
訓
み
に
、

　
　
ａ�

（
鈴
）（
春
）（
前
）（
曼
）（
寛
）「
サ
ケ
ヒ
」（
猪
）「
オ
ケ
ヒ
」・（
延
）「
サ
ケ
ビ
オ
ラ
ビ
テ
」・（
訓
）「
オ
ラ
ビ
」・（
校
訂
）「
サ
ケ
ビ
オ
ラ
ビ
テ
」

　
　

ｂ
（
鈴
）（
春
）（
前
）「
サ
ケ
ヒ
テ
」・（
曼
）（
猪
）「
カ
ケ
ヒ
テ
」・（
寛
）「
サ
ケ
ヒ
ヲ
ロ
フ
」（
延
）（
訓
）（
校
訂
）「
サ
ケ
ビ
オ
ラ
ビ
テ
」
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な
ど
見
え
、
延
佳
本
以
降
に
、「
叫
哭
」
を
「
オ
ラ
ブ
」
と
す
る
訓
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
記
紀
の
古
訓
に
お
け
る
「
オ
ラ
ブ
」
は
、
虫
麻
呂
歌
同
様
、
悲
し
み
叫

ぶ
こ
と
や
、
泣
き
叫
ぶ
意
味
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
特
に
、『
日
本
書
紀
』
の
「
呼
号
」「
哀
号
」「
行
号
」
は
、「
号
」
字
を
利
用
し
た
悲
し
み

の
表
現
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
同
様
の
意
味
を
有
す
る
表
現
に
、

　
　

�

同
時
に
虜
に
せ
ら
れ
た
る
調
吉
士
伊
企
儺
、
為
人
勇
烈
く
し
て
、
終
に
降
服
は
ず
。
新
羅
の
鬪
將
、
刀
抜
き
て
斬
ら
む
と
す
。
逼
め
て
褌
を
脱
か
し
め
て
、

追
ひ
て
尻
臀
を
以
ち
て
日
本
に
向
け
て
、
大
き
に
号
叫 

叫
は
咷
な
り
。
曰
は
し
む
ら
く
、「
日
本
の
將
、
我
が
臗
脽
を
嚙
へ
」
と
い
は
し
む
。
即
ち
、
号
叫
曰
く
、

「
新
羅
王
、
我
が
臗
脽
を
嚙
へ
。」
と
い
ふ
。
苦
め
逼
ま
る
と
雖
ど
も
、
尚
し
前
の
如
く
叫
ぶ
。
是
に
由
り
て
殺
さ
れ
ぬ
。

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
九
・
欽
明
天
皇
二
十
三
年
七
月
）

が
あ
る
。
こ
の
「
号
叫
」
に
つ
い
て
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
の
頭
注
で
は
、「『
万
象
名
義
』
に
「
咷
、
徒
労
反
。
鳴
也
、
歌
声
也
」。
こ
の
「
咷
」

は
、
オ
ラ
ブ
（
悲
痛
の
た
め
に
大
声
で
泣
き
わ
め
く
）
に
相
当
す
る
か（
（1
（

。」
と
あ
る
。
古
訓
を
確
認
す
る
と
、
兼
右
本
が
「
大
号
叫
」
を
「
サ
ケ
フ
」
と
す
る
が
、

こ
こ
で
は
「
ヲ
ラ
ブ
」
の
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

　

本
来
、「
号
」
字
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
号
、
痛
声
也
」・『
類
聚
名
義
抄
』
に
「
ヨ
ハ
フ
・
サ
ケ
フ
・
ナ
ツ
ク
」・『
説
文
』
に
「
号
、
嘑
也
」・『
爾
雅
』
に
「
号
、

呼
也
」
な
ど
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
声
で
呼
ぶ
、
さ
け
ぶ
や
、『
一
切
経
音
義
』「
呼
也
、
大
呼
也
、
亦
哭
也
」、「
號
而
出
之
。
號
、
哭
也
」（『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公

十
二
年
）
な
ど
が
あ
る
よ
う
に
、「
哭
」
の
泣
く
意
味
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
他
、
多
く
典
拠
と
さ
れ
る
の
が
、
平
安
初
期
点
『
東
大
寺
諷
誦
文
』

の
「
号
オ
ラ
ビ
サ
ケ
ビ

叫
」
や
、『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
「
号
オ
ラ
ビ
サ
ケ
ビ

叫
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
号
」
字
が
利
用
さ
れ
る
場
合
、
集
中
の
左
注
・
題
詞
や
記
紀
の
中
で
は
、
名
前

や
名
称
を
示
す
場
合
が
ほ
と
ん
ど
と
な
る
。
古
風
土
記
の
「
号
」
字
の
文
字
表
現
に
つ
い
て
、
瀬
間
正
之
氏
は
、「
号
」
は
、
古
風
土
記
の
中
で
、『
常
陸
』
一
二
例
、

『
播
磨
』
二
一
三
例
、『
出
雲
』
二
六
例
、『
肥
前
』
八
例
、
確
認
さ
れ
る
が
『
豊
後
』
の
み
に
は
用
い
ら
れ
な
い
用
字
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
古
風
土

記
に
お
い
て
も
、
名
称
を
示
す
「
号
」
字
の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
、
一
例
の
み
、
嘆
く
意
味
合
い
の
用
例
が
あ
る
。

　
　

�

そ
の
時
、
父
猪
麻
呂
、
賊
は
え
し
女
子
を
浜
の
上
に
斂
め
置
き
、
大
く
苦
憤
を
発
し
、
天
号
地
踊　

行
き
て
は
吟
ひ
居
て
は
嘆
き
、
昼
夜
辛
苦
み
て
、
斂
め

六
四



『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

し
所
を
避
る
こ
と
な
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
・
安
来
郷
）

こ
の
他
、「
号
」
に
関
す
る
悲
し
み
の
表
現
の
表
出
は
、『
藤
氏
家
伝
』（
鎌
足
伝
）
の
「
轜
に
対
ひ
て
号
泣
き
感
噎
ひ
た
ま
ふ
」
な
ど
に
も
共
通
し（
（1
（

、『
日
本
霊
異
記
』

に
は
、

・
聲
を
揚
げ
、
叫
號
曰
、「
炎
火
身
に
迫
る
」
と
い
ふ
。（
上
巻
・
第
十
一
）

・�

然
し
て
後
に
久
し
く
あ
ら
不
る
頃
に
、
毒
し
き
瘡
、
身
に
遍
く
、
肌
膚
爛
れ
敗
ね
、
苦
し
び
病
む
こ
と
比
无
く
、
終
に
愈
ユ
ル
コ
ト
得
不
、
叫
號
死
。（
上
巻
・

第
十
六
）、

・
法
會
の
衆
、
悉
く
皆
號
哭
、
堂
庭
に
響
く
。（
中
巻
・
第
十
五
）

な
ど
の
用
例
が
あ
る
。「
叫
号
」
は
、
先
に
も
挙
げ
た
『
東
大
寺
諷
誦
文
』
の
「
号
オ
ラ
ビ
サ
ケ
ビ

叫
」
等
の
古
訓
、「
號
哭
」
も
ま
た
、『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の
古
点
に

「
号
オ
ラ
ビ
サ
ケ
ビ
ナ
キ

叫
哭
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
「
オ
ラ
ブ
」
と
訓
ま
れ
る
例
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
哀
号
」
や
「
叫
号
」
な
ど
、「
号
」
字
を
中
心
に
「
オ
ラ
ブ
」
の
「
悲
痛

の
た
め
大
声
で
泣
く
」
意
味
が
見
い
出
さ
れ
る
例
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、『
日
本
書
紀
』
の
「
口
号
」
そ
の
も
の
の
古
訓
に
は
、

　

Ｅ
、�

前
田
本
「
ク
チ
ウ
タ
シ
テ
」（
右
）・「
ク
チ
ツ
ウ
タ
シ
」（
左
）、
図
書
寮
本
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
シ
て
」（
右
）・「
ク
チ
ツ
ウ
（
タ
シ
）
て
」（
左
）、
兼
右
本
「
ク
ツ

ウ
タ
シ
」

　

Ｆ
、�

北
野
本
（
一
類
）「
ク
ツ
ウ
タ
」（
右
）「
ク
チ
ウ
タ
之
」（
左
）、
前
田
本
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」（
左
）
図
書
寮
本
「
ク
ツ
テ
ウ
タ
（
シ
）」、
穂
久
邇
文
庫
本
「
ク
チ

ウ
タ
」、
兼
右
本
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」（
右
）「
ク
チ
ツ
タ
シ
」（
左
）

　

Ｇ
、
穂
久
邇
文
庫
本
「
ク
チ
ウ
タ
」、
兼
右
本
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」（
右
）「
ク
チ
ツ
タ
シ
」（
左
）

と
し
て
、
口
頭
で
歌
を
詠
う
意
の
「
ク
チ
ウ
タ
」「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」
と
の
み
訓
ま
れ
て
い
る
。「
口
号
」
と
同
様
に
、
古
訓
に
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」
と
あ
る
の
が
、『
日
本

六
五
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書
紀
』
に
一
例
見
ら
れ
る
「
口
唱
」
で
あ
る
。

　
　

�
九
月
に
勾
大
兄
皇
子
は
親
ら
春
日
皇
女
を
聘
ふ
。
月
夜
に
清
談
し
て
、
天
曉
を
覚
え
ず
。
斐
然
之
藻
、
忽
に
言
に
形
る
。
乃
口
唱
曰　

　
　
　
　
　
　
　
（『
日
本
書
紀
』
巻
十
七
・
継
体
天
皇
七
年
・
九
月
）

「
口�

唱
」
は
、
古
本
系
、
卜
部
系
と
も
に
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

　
　

�

前
田
本
「
ク
チ
ツ
ウ
タ
」（
左
）・
図
書
寮
本
「
ク
ツ
テ
ウ
タ
（
シ
）
て
」・
穂
久
邇
文
庫
本
（「
ク
ツ
テ
ウ
タ
」・
兼
右
本
「
ク
ツ
ウ
タ
シ
」・
北
野
本
（
三
類
）

「
口
唱
シ
テ
□
ク
」

で
あ
る
。
こ
の
「
口
唱
」
も
ま
た
、「
昔
孫
秀
口
唱
篡
逆
」（『
晋
書
』
卷
七
十
一
・
列
伝
・
第
四
十
一
）・「
兼
剛
口
唱
打
殺
」（『
魏
書
』
卷
九
十
三
・
列
伝
恩
幸
第

八
十
一
）・
「
口
唱
南
无
」（『
洛
陽
伽
藍
記
』
卷
一
・
城
内
）
な
ど
、「
口
号
」
同
様
に
、
言
葉
を
口
に
声
で
出
す
、
も
し
く
は
、
口
頭
で
と
な
え
る
意
味
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
古
訓
で
は
、「
口
号
」
に
「
ヲ
ラ
ブ
」
と
す
る
訓
は
無
い
も
の
の
、「
呼
号
」「
哀
号
」「
行
号
」
な
ど
「
号
」
字
を
含
む
語
彙
に
、「
ヲ

ラ
ブ
」
の
訓
み
が
見
出
せ
、
そ
の
場
合
「
号
」
字
の
持
つ
嘆
き
の
意
味
が
表
立
っ
て
い
る
用
法
と
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
古
訓
に
「
口
号
」
に
見
ら
れ
な
い
「
オ
ラ
ブ
」
の
訓
み
が
根
強
く
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
口
号
」
の
用
例
に
お
い
て
も
、
悲
し
み

の
表
出
と
捉
え
る
こ
と
が
、
以
下
の
四
例
で
あ
る
。
再
び
、
例
を
挙
げ
て
み
る
。

Ａ　
　

�

昔
壮
士
あ
り
、
新
し
く
婚
礼
を
成
す
。
未
だ
幾
時
も
経
ね
ば
、
忽
ち
に
駅
使
と
な
り
て
、
遠
き
境
に
遣
は
さ
れ
ぬ
。
公
事
は
限
り
あ
り
、
会
ふ
期
は
日
な

し
。
こ
こ
に
娘
子
、
感
慟
悽
愴
、
疾　

に
沈
み
臥
し
ぬ
。
累
年
の
後
に
、
壮
士
還
り
来
り
、
覆
命
す
る
こ
と
既
も
了
り
ぬ
。
乃
ち
詣
り
相
視
る
に
、
娘
子

が
姿
容
の
、
疲
羸
せ
る
こ
と
甚
異
だ
し
く
し
て
、
言
語
哽
咽
す
。
こ
こ
に
壮
士
、
哀
嘆
び
て
涙
を
流
し
、
裁
歌
口
号
。
そ
の
歌
一
首

か
く
の
み
に 

あ
り
け
る
も
の
を 

猪
名
川
の 

奥
を
深
め
て 

我
が
思
へ
り
け
る　
　

                                                                    　
（
⑯
三
八
〇
四
）

　
　
　

娘
子
、
臥
し
つ
つ
、
夫
君
の
歌
を
聞
き
、
枕
よ
り
頭
を
挙
げ
、
声
に
応
へ
て
和
ふ
る
歌
一
首

ぬ
ば
た
ま
の 

黒
髪
濡
れ
て 

淡
雪
の 

降
る
に
や
来
ま
す 

こ
こ
だ
恋
ふ
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
⑯
三
八
〇
五
）

　
　
　
　

�

今
案
ふ
る
に
、
こ
の
歌
は
、
そ
の
夫
使
は
さ
れ
て
、
既
に
累
載
を
経
ぬ
。
而
し
て
還
る
時
に
当
た
り
て
、
雪
降
る
冬
な
り
。
斯
に
因
り
て
、
娘
子
こ
の

淡
雪
の
句
を
作
る
か
。

六
六



『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　

或
る
本
の
反
歌
に
曰
く

Ｂ　

我
が
命
は 

惜
し
く
も
あ
ら
ず 

さ
に
つ
ら
ふ 

君
に
よ
り
て
そ
長
く
欲
り
せ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
⑯
三
八
一
三
）

　
　
　
　
　

�

右
、
伝
へ
て
云
は
く
、
時
に
娘
子
あ
り
、
姓
は
車
持
氏
な
り
。
そ
の
夫
久
し
く
年
序
を
経
れ
ど
も
、
徃
来
を
な
さ
ず
。
こ
こ
に
娘
子
、
係
恋
に
心
を

傷
ま
し
め
、
痾　

に
沈
み
臥
せ
り
。
痩
羸
せ
る
こ
と
日
に
異
に
し
て
、
忽
ち
に
泉
路
に
臨
む
。
こ
こ
に
使
ひ
を
遣
り
、
夫
君
を
喚
び
来
す
。
乃
ち
歔

欷
き
涙
を
流
し
、
口
号
斯
歌
、
登
時
逝
没
り
ぬ
、
と
い
ふ
。

Ｆ　

冬
十
月
の
庚
戌
の
朔
に
し
て
甲
子
に
、
紀
温
湯
に
幸
す
。
天
皇
、
皇
孫
建
王
を
憶
ほ
し
い
で
て
、
愴
爾
み
悲
泣
び
た
ま
ひ
、
乃
口
号
曰

　
　

山
越
え
て 

海
渡
る
と
も 
お
も
し
ろ
き 

今
城
の
内
は 

忘
ら
ゆ
ま
し
じ　

其
の
一

　
　

水
門
の 

潮
の
く
だ
り 

海
く
だ
り 
後
も
暗
に 

置
き
て
か
行
か
む　

其
の
二

　
　

愛
し
き 

吾
が
若
き
子
を 

置
き
て
か
行
か
む　

其
の
三

と
の
た
ま
ひ
、
秦
大
蔵
造
万
里
に
詔
し
て
曰
は
く
。「
斯
の
歌
を
伝
へ
て
、
世
に
忘
ら
し
む
る
こ
と
勿
れ
」
と
の
た
ま
ふ
。

（
卷
第
二
十
六
・
斉
明
天
皇
・
四
年
十
月
条
）

Ｇ　

�

冬
十
月
の
癸
亥
の
朔
に
し
て
己
巳
に
、
天
皇
の
喪
、
帰
り
て
海
に
就
く
。
是
に
皇
太
子
、
一
所
に
泊
て
て
、
天
皇
を
哀
慕
ひ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
、

乃
口
号
曰

　
　
　
　

君
が
目
の 

恋
し
き
か
ら
に 

泊
て
て
居
て 

か
く
や
恋
ひ
む
も 
君
が
目
を
欲
り

　
　

と
の
た
ま
ふ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                               　
　
　
　
　
（
卷
第
二
十
六
・
斉
明
天
皇
・
七
年
十
月
条
）

　

Ａ
・
Ｂ
の
話
型
は
、
永
く
逢
え
な
い
間
に
病
に
伏
せ
る
妻
に
対
し
て
詠
う
歌
Ａ
と
、
妻
が
夫
君
に
歌
う
Ｂ
で
、
歌
い
か
け
る
対
象
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ

で
は
「
猪
名
川
の 

奥
を
深
め
て 

我
が
思
へ
り
け
る
」（
⑯
三
八
〇
四
）
と
あ
り
、『
新
大
系
』
で
は
、

六
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�

…
千
年
に 

障
る
こ
と
な
く 

万
代
に 

か
く
し
も
あ
ら
む
と 

大
船
の 

思
ひ
頼
み
て 

出
立
の 

清
き
渚
に 

朝
な
ぎ
に 

来
寄
る
深
海
松 

夕
な
ぎ
に 

来
寄
る
縄
の

り 

深
海
松
の 

深
め
し
児
ら
を
…　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
⑬
三
三
〇
二
）

を
引
用
し
、
将
来
ま
で
変
わ
ら
な
い
と
深
く
信
頼
す
る
気
持
ち
を
示
す
と
す
る（
（1
（

。
主
に
挽
歌
に
見
ら
れ
る
「
か
く
の
み
に 

あ
り
け
る
も
の
を
」
と
、
相
手
へ
の

思
い
の
深
さ
を
述
べ
る
相
聞
的
発
想
の
「
奥
を
深
め
て
」
を
利
用
し
つ
つ
、
病
に
臥
し
た
妻
の
様
を
示
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
は
知
ら
ず
、
猪

名
川
の
底
が
深
い
よ
う
に
心
の
奥
深
く
私
は
思
っ
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
Ｂ
で
は
、
臨
終
の
妻
が
、
自
分
自
身
の
命
は
惜
し
く
な
い
が
、
あ
な
た

ゆ
え
に
命
が
長
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
た
の
だ
と
詠
う
。
こ
れ
ら
の
二
首
に
は
、

　
　

か
く
の
み
に 

あ
り
け
る
君
を 
衣
に
あ
ら
ば 

下
に
も
着
む
と 

我
が
思
へ
り
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

              （
⑫
二
九
六
四
）

　
　

恋
ひ
つ
つ
も 

後
も
逢
は
む
と 

思
へ
こ
そ 
己
が
命
を 

長
く
欲
り
す
れ　
　
　

                                                                 　
　
（
⑫
二
八
六
八
）

な
ど
類
歌
が
み
ら
れ
、
い
ず
れ
も
歌
表
現
と
し
て
は
、
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。『
日
本
書
紀
』
Ｆ
・
Ｇ
も
ま
た
同
様
で
、「
今
城
の
内
は　

忘
ら
ゆ
ま
し
じ
」
と

し
て
亡
き
建
王
と
ゆ
か
り
あ
る
場
所
を
忘
れ
ら
れ
そ
う
に
な
い
の
だ
と
詠
う
。「
忘
ら
ゆ
ま
し
じ
」
は
、

　
　

勝
鹿
の
真
間
娘
子
の
墓
を
過
ぎ
た
時
の
作
で
あ
る
、
山
部
赤
人
の
「
…
言
の
み
も 

名
の
み
も
我
は 

忘
ら
ゆ
ま
し
じ
」（
③
四
三
一
）
と
す
る
、
真
間
娘
子
の

か
つ
て
の
伝
説
を
、
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
偲
ぶ
表
現
や
、「
三
月
四
日
、
兵
部
大
丞
大
原
真
人
今
城
の
宅
し
て
宴
す
る
歌
」
に
、
用
例
が
見
ら
れ
る
。

　
　

堀
江
越
え 

遠
き
里
ま
で 

送
り
来
る 

君
が
心
は 

忘
ら
ゆ
ま
し
じ　
　
　
　

                                                                 　
　
　
（
⑳
四
四
八
二
）

　
　
　
　
　

右
の
歌
一
首
、
播
磨
介
藤
原
朝
臣
執
弓
、
任
に
赴
き
て
別
れ
を
悲
し
ぶ
る
な
り
。
主
人
大
原
今
城
伝
へ
読
み
て
云
爾
。

こ
の
、
四
四
八
二
番
歌
で
は
、
左
注
に
よ
り
、
別
れ
を
悲
し
む
表
現
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
。
Ｇ
例
の
「
君
が
目
を
欲
り
」
に
も
、

六
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『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

　
　

道
遠
み 

来
じ
と
は
知
れ
る 

も
の
か
ら
に 

然
そ
待
つ
ら
む 

君
が
目
を
欲
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
④
七
六
六
）

　
　

朽
網
山 

夕
居
る
雲
の 

薄
れ
去
な
ば 

我
れ
は
恋
ひ
む
な 

君
が
目
を
欲
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
⑪
二
六
七
四
）

な
ど
、
相
聞
歌
の
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｆ
・
Ｇ
は
、
取
り
立
て
て
目
新
し
い
表
現
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
聞

や
悲
別
と
い
っ
た
発
想
に
基
づ
い
た
類
句
を
利
用
し
て
心
情
を
詠
う
。
こ
れ
ら
が
、
散
文
の
作
歌
契
機
と
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
場
面
が
形
成
さ
れ
、
詠
わ

れ
る
状
況
が
「
口
号
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
歌
の
あ
り
方
が
成
り
立
つ
構
成
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
口
号
」
の
用
例
の
中
で
、
悲
し
み
の
表
出
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
Ａ
・
Ｂ
や
『
日
本
書
紀
』
の
Ｆ
・
Ｇ
例
は
、「
号
」
字
に
内
包
さ
れ
る
「
ヲ
ラ
ブ
」

の
意
味
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
で
は
、
本
来
の
「
口
号
詩
」
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
文
字
に
書
か
ず
出
先
に
お
い
て
「
声

に
出
し
て
詠
う
」
と
い
う
行
為
の
「
ク
チ
ズ
サ
ム
」
の
意
味
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
双
方
と
も
、
歌
を
思
い
浮
か
べ
ざ
る
得
な
い
状
況
に
陥
る
こ
と
に
よ
り
、

歌
を
詠
ず
る
行
為
と
し
て
示
さ
れ
る
が
、
文
字
に
書
か
ず
口
に
出
し
て
歌
う
こ
と
を
示
す
「
口
号
」
に
併
せ
て
、
特
に
、
対
象
者
の
死
、
ま
た
は
死
に
臨
む
場
面

に
お
い
て
は
、
悲
嘆
の
感
情
の
表
出
と
し
て
「
口
号
」
の
「
号
」
字
の
意
味
が
汲
み
と
ら
れ
、
そ
の
文
字
を
含
む
「
口
号
」
が
取
り
立
て
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
中
に
お
い
て
も
、『
日
本
書
紀
』
の
例
、
Ｆ
・
Ｇ
に
関
し
て
は
、〈
悲
哀
〉
と
〈
遊
覧
〉
を
併
せ
も
つ
例
で
あ
っ
た
が
、
Ａ
・
Ｂ
の
、

巻
十
六
に
お
け
る
例
で
は
、
説
話
的
な
要
素
を
有
す
る
類
似
し
た
由
縁
の
話
型
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、『
藝
文
類
聚
』
に
見
ら
れ
る
〈
遊
覧
〉
的
性
質
と

は
、
区
別
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。

　
　
　

六
、
お
わ
り
に

　

従
来
、『
萬
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
「
口
号
」
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
例
の
「
山
村
に
幸
行
ま
し
し
時
の
歌
二
首
」（
⑳
四
二
九
三
～
四
）
と
『
日
本
書
紀
』
の
雄
略
紀
と

の
関
わ
り
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
中
心
で
あ
っ
た
。
本
来
「
口
号
」
は
、
多
く
唐
代
に
利
用
さ
れ
た
「
詩
題
」
の
一
つ
で
あ
り
、「
心
に
浮
か
ぶ
ま
ま
に
吟
詠
」

す
る
こ
と
表
す
。
集
中
に
も
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
即
興
の
作
歌
と
し
て
利
用
さ
れ
る
「
口
号
」
の
例
が
あ
る
一
方
で
、
悲
嘆
的
な
説
話
の
中
に
用
例
が
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

六
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國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
二
巻
（
二
〇
一
四
年
）

　

こ
の
場
合
「
号
」
字
に
含
ま
れ
る
嘆
き
の
意
味
合
い
を
、
悲
し
み
の
感
情
の
表
出
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
集
中

に
は
、
同
じ
「
口
号
」
で
あ
っ
て
も
意
味
が
分
か
れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
同
じ
よ
う
に
訓
み
、
解
釈
す
る
場
合
に
は
違
和
感
が
生
じ
て
し
ま
う
原
因
と
な
り
、
訓

み
も
定
ま
ら
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
た
。
声
に
出
し
て
詠
じ
る
と
い
う
行
為
は
、〈
悲
哀
〉・〈
遊
覧
〉
と
も
に
、
同
一
で
あ
る
も
の
の
、〈
悲
哀
〉
を
表
現
す
る
場

合
に
は
「
オ
ラ
ブ
」
の
訓
み
が
、
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
巻
十
六
の
左
注
的
題
詞
型
・
伝
云
型
の
、
Ａ
・
Ｂ
の
二
例
に
お
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
の
よ
う

な
、〈
遊
覧
〉
に
〈
悲
哀
〉
を
併
せ
も
つ
例
と
は
別
に
「
口
号
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、〈
悲
哀
〉
の
意
味
を
強
く
意
識
し
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注※
『
萬
葉
集
』『
風
土
記
』『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
日
本
霊
異
記
』
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
を
引
用
す
る
が
、
一
部
表
記
を
変
更
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

（
１
）
近
藤
信
義
「
万
葉
集
に
お
け
る
〈
う
た
ふ
〉
を
め
ぐ
る
文
字
」（『
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
二
十
五
号
・
平
成
二
十
一
年
三
月
）

（
２
）
佐
竹
昭
広
ほ
か
校
注
『
萬
葉
集　

四
』（『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
昭
和
五
十
年
十
月
・
小
学
館
）

（
３
）
小
島
憲
之
ほ
か
校
注
『
萬
葉
集　

四
』（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
平
成
八
年
八
月
・
小
学
館
）

（
４
）
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
注
』
巻
第
二
十
（
昭
和
六
十
三
年
一
月
・
有
斐
閣
）

（
５
）『
時
代
別
国
語
大
辞
典
（
上
代
編
）』（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
・
三
省
堂
）

（
６
）
阿
部
り
か
「
萬
葉
集
に
お
け
る
伝
誦
歌
―
山
村
幸
行
時
の
歌
二
首
を
め
ぐ
っ
て
」（
桑
原
博
史
編
『
日
本
古
典
文
学
の
諸
相
』
平
成
九
年
一
月
・
勉
誠
社
）

（
７
）
藤
原
茂
樹
「
山
村
に
幸
行
し
し
時
の
う
た
」（『
萬
葉
』
一
九
一
号
・
平
成
十
七
年
一
月
）

（
８
）
居
駒
永
幸
「
蜻
蛉
野
遊
猟
歌
と
雄
略
神
話
―
紀
75
に
「
口
號
」
と
記
す
意
味
」（『
古
代
文
学
』
四
十
八
号
・
平
成
二
十
一
年
三
月
）　

（
９
）
小
島
憲
之
「
日
本
書
紀
の
文
章
」（『
日
本
上
代
文
学
と
中
国
文
学
』
上
・
昭
和
三
十
七
年
九
月
・
塙
書
房
）

（
10
）『
日
本
書
紀
【
歌
】
全
注
釈
』
居
駒
永
幸
氏
担
当
部
分
（
平
成
二
十
年
四
月
・
笠
間
書
院
）

（
11
）
鈴
木
敏
雄
『
鮑
参
軍
詩
集
』（
平
成
三
年
三
月
・
白
帝
社
）

（
12
）
山
田
英
雄
「
口
号
と
口
吟
」（『
万
葉
集
覚
書
』
平
成
十
一
年
六
月
・
岩
波
書
店
）

七
〇



『
萬
葉
集
』
巻
十
六
の
散
文
表
現
―
「
口
号
」
を
中
心
と
し
て

（
13
）
松
岡
静
雄
『
新
編
日
本
古
語
辭
典
』（
昭
和
三
十
七
年
四
月
復
刻
版
発
行
・
初
版
は
、
昭
和
十
二
・
十
二
月
・
刀
江
書
院
）

（
14
）
小
島
憲
之
（
９
）
に
同
じ

（
15
）
小
島
憲
之
ほ
か
校
注
『
日
本
書
紀
②
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
平
成
八
年
十
月
・
小
学
館
）

（
16
）
瀬
間
正
之
「『
豊
後
国
風
土
記
』『
肥
前
国
風
土
記
』
の
文
字
表
現
」（『
風
土
記
の
文
字
世
界
』
平
成
二
十
三
年
二
月
・
笠
間
書
院
）

（
17
）
沖
森
卓
也
ほ
か
『
藤
氏
家
伝 

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝 

注
釈
と
研
究
』（
平
成
十
一
年
五
月
・
吉
川
弘
文
館
）

（
18
）
佐
竹
昭
広
ほ
か
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

萬
葉
集 

四
』（
岩
波
書
店
・
平
成
十
五
年
十
月
）

七
一


